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４年「動物のからだのつくりと運動」 

「あたたかくなると」 

５年「天気の変化」 

６年「物の燃え方と空気」 

 

 ４年「動物のからだのつくりと運動」の学習では、ストローと割りば

しでうでの骨と筋肉のつくりを再現した「ストローほねにくん」を作り

ました。腕の曲げ伸ばしの運動を行うとき、筋肉が伸びたり縮んだりす

る様子がよく分かる手づくり教材です。はじめに作ってから、常に手に

持ったり、動かしたりしながら単元の終わりまで活用します。 

 筋肉の代わりに画用紙を使いますが、どこに貼り付ければ、上手く伸

びたり縮んだりするかも考えさせています。そうすることで、曲げたと

きに内側の筋肉が膨らむことが自分で理解できます。 

曲がるストローを輪ゴムで止め、割りばしを通します。曲げたと

きに内側（赤）が膨らみ、伸ばしたときに外側（青）が膨らむよう

に画用紙をセロハンテープで止めます。 

４月が終わりました。先週までの「あたたかくなると」の学習の

まとめとふりかえりをしました。また、１年間育てて観察する「ヘ

チマ」の種をまき、昨日５月１日（(木)）に発芽を確認しました。

芽が出たらその日に観察学習をすることがとても大事だと思ってい

ます。早速理科の授業がタイミングよくあります。みんなの反応が

楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな風に、南郷里小の運動場の周辺 

には、教科書に掲載されている草花がほ 

ぼ全て見つけられます。モデルを示しな 

がら、全員で写真を整理しロイロノート 

でふりかえりをしました。 給食センターの桜を１年かけて観 

カメラの視点がピッタリですごい！                 察する子もいました。 

理科専科通信 

教師のモデル 
児童の記録シート 



 

 

 

 

 ５年「天気の変化」の学習で 

は、雲の観察を通して、天気の 

変化予想ができるようにしてき 

ました。その日の天候に左右さ 

れるこの単元は、クラスによっ 

ては、晴から曇りに変化する日の 

観察がうまくできたり、ずっと快晴が続き、雲があまりない日もあったりと、いろいろ難しさがある学習でした。

他のクラスの記録写真を用いながら、スプーンに写した空の様子も参考にしながら、西から東へ雲が動いていく

ことを、観察を通して知り、また、雲が動くように天気も西から変わっていくことを理解しました。 

 衛星の雲画像は、「日本気象協会」のサイト「tenki.jp」を活用し、ロイロノートに取り込みながら、学習を進

めました。ここでも、教師のモデルを示し、そのように記録し、まとめていくとよいかを見通しをもたせながら、

ゴールを明確にしながら学習を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師のモデル 

児童の記録シート 

教師のモデル 

 

菜の花の学習を

した後日、たんぽぽ

の花を一つ一つに

全て分けて押し花

にしてきた子が、

「 ５ 時 間 か か っ

た！」と言って見せ

てくれました。根気

のいる作業です。

本当にすごいと思

いました。 



 

 

 6 年生「物の燃え方と空気」の学習がいよいよ大詰めを迎えました。初めて使う「気体検知管」に、戸惑いな

がらも、安全に、正確に実験に取り組むことができました。 

   

 まずはろうそくを燃やす前の空気には、酸素

センサーで正しく測定でき「２１％」と表示され

ました。本当に空気中には酸素が２１％あるこ

とを実感できました。二酸化炭素は「０．０４％」

です。気体検知管（黄色）でもほんの少し紫色に

変わりました。 

 その後、ろうそくを集気びんの中で燃やし、

火が消えるまでフタをして待ちます。火が消え

た集気びんの中を、酸素センサーでもう一度測

定すると「１１％」の表示。「あれ！？全部なくなってない！？」この疑問を大切にして、最後のまとめの学習へ

進みたいと思います。結果からの考察に、どんな考えが出てくるのでしょう。楽しみです。二酸化炭素は、３％

の目盛りまで紫色に変わっています。０．０４％から３％に増えました。一体これらのことは、燃えることとど

ういう関係があるのでしょうか。 

   

 じゃがいもが発芽しました。袋栽培も順調に芽が出てきました。一安心です。また、ホウセンカの種もまきま

した。６月以降の実験観察をするために、４月から育てておかないとできない教材の準備ですが、その日が来る

ときを待ち遠しく思いながら、大切に育てたいと思います。 


